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1. はじめに 

積雪寒冷地の冬期道路では、吹雪による視程障害や吹き

だまりによる交通障害がしばしば発生し、社会的に影響を

与えている（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  観測中の視程障害移動観測車より対向車を撮影 

 

 吹雪による交通障害発生の恐れが高い道路では、防雪施

設（防雪柵、防雪林など）などのハード対策の整備が進め

られてきた。しかし、従来のハード対策の整備には、多く

の費用と時間が必要であり、対応には限界がある。そこで、

早急かつ効果的な吹雪災害の被害軽減には、従来のハード

対策に加えて、吹雪視程の現況及び予測情報を提供するな

どのソフト対策を行うことが必要である。 

寒地土木研究所では北海道内を対象に、吹雪時のドライ

バーの交通行動の判断を支援するため、平成25年2月より

インターネットサイト「吹雪の視界情報（北海道版）」に

おいて、吹雪時の視程予測情報（パソコン版）の提供を開

始した。また、同12月からは、移動中の利用者の利便性を

向上させるために、スマートフォン版の情報提供を開始し

たほか、注意喚起メールの配信「吹雪の視界情報メール配

信サービス」を開始した。令和元年12月からは暴風雪によ

り視界不良が予測された場合に、Twitterによる視程予測

情報の投稿を開始した。さらに、令和4年1月からは、青森

県内8市町村において、24時間先までの視程予測の提供を

開始した。なお、青森県内を対象とした吹雪時の視程予測

情報の提供は、国土交通省東北地方整備局青森河川国道事

務所でも平成26年から実施しており、1kmメッシュで6時間

先まで提供している1)2)。 

 

 

本稿では、従来の「吹雪の視界情報（北海道版）」の

概要とその効果、青森県で新たに提供を開始した「吹雪の

視界情報（青森県試行版）」の概要（北海道版からの変更

点）とその効果について報告する。なお、対象物を視認で

きる最大距離を意味する気象用語としては「視程」が正し

いが、本情報提供は道路利用者向けに行っているため、一

般に使われている「視界」という用語を用いている。その

ため、本稿における「視界」は、「視程」と同義とする。 

 

2. 「吹雪の視界情報（北海道版）」の概要 

 「吹雪の視界情報（北海道版）」は、①視界情報、②吹

雪の投稿情報、③気象警報・注意報、④道路通行止め情報

等から構成されている（図２）。ここでは、図２の赤破線

内の「①視界情報」の概要について詳述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「吹雪の視界情報（北海道版）」 

（令和4年2月21日9時発表） 

 URL：http://northern-road.jp/navi/touge/fubuki.htm 

 

 

 

図１ 吹雪による視程障害（視程 100m未満） 

＊１ 国立研究開発法人土木研究所 寒地土木研究所 
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 「①視界情報」は、北海道を221地区（平成大合併前の

旧市区町村）に細分化したエリアで表示され、現況及び1

～6時間先までは1時間ごと、それ以降は9、12、18、24時

間先まで予測した情報である。視程の程度は、吹雪時のド

ライバーの運転挙動に関する研究成果3)を基に、視程100m

未満、100～200m、200～500m、500～1,000m、1000m以上の

5ランクに区分し、色分けして表示している。これらの情

報は、気象庁から配信される気温、風速、降水強度を入力

値として、当研究所で開発した気象条件から視程を推測す

る手法4)により算出した予測結果を基に提供している（図

３）。なお、視界情報の提供は、気象庁から許可（予報業

務許可事業者第183号）を受け、予測結果を配信する6時か

ら21時までの3時間毎に当研究所の気象予報士が演算結果

の妥当性を事前に確認の上、公開している。 

 

図３ 吹雪視程予測の演算の流れ 

 

3.「吹雪の視界情報（北海道版）」の提供効果 

3.1 年度別日平均のアクセス数の推移 

 提供を開始した平成24年度から令和3年度までの、年度

別日平均アクセス数の推移を図４に示す。 

 

図４「吹雪の視界情報（北海道版）」年度別日平均 

アクセス数の推移 

 

 日平均アクセス数は、令和元年度は視界不良が予測され

た日数が少なかったため前年度より約40%減少したが、そ

れ以外の年度は概ね前年度より増加傾向にあることがわか

った。特に、スマートフォン版の令和3年度日平均アクセ

ス数は、令和元年度の3倍以上の増加となっている。 

3.2 令和3年度冬期のアクセス数の推移 

 図５は、令和3年度（12月～3月）の「吹雪の視界情報

（北海道版）」のアクセス数である。図中の①は暴風雪警

報が発表されていた期間の一例であり、アクセス数が伸び

ているのが確認出来る。特に、日本海側、オホーツク海側

を中心に猛吹雪となった令和4年2月21日には、3万6千件を

超えるアクセス数となった。また、図中の②は暴風雪警

報・風雪注意報が発表されていない期間の一例であり、ア

クセス数が伸びていないのが確認出来た。このことから、

天候悪化時に「吹雪の視界情報（北海道版）」を閲覧する

ユーザが多いことが確認できた。 

 

 

図５ 令和 3年度冬期（R03/12/1～3/22） 

「吹雪の視界情報（北海道版）」アクセス数の推移 

 

4.「吹雪の視界情報（青森県試行版）」の概要 

 青森県内の吹雪時のドライバーの交通行動の判断を支援

するため、青森県内 8市町村を予測対象とした吹雪視程演

算システムを構築し、令和 4年 1月 7日よりインターネッ

トサイト「吹雪の視界情報（青森県試行版）」として試験

提供を開始した（図６）。このサイトは、①吹雪の視界情

報、②気象警報・注意報、③道路通行止め情報、④冬期道

路の特有の現象や運転時の注意点等を集約した情報サイト

である。吹雪時の視界の程度は北海道と同様に「著しい視

程障害(100m 未満)」「かなり不良(100～200 m)」「不良

(200～500m)」「やや不良(500～1000m)」「良好(1000m 以

上)」の 5 ランクに区分し、予測結果を色分け表示するこ

ととした。予測の対象とした時間は、北海道同様に現況及

び 1～6時間先までは 1時間ごと、それ以降は 9、12、18、

24 時間先までとした。予測対象地点は青森県内の青森市、

五所川原市、つがる市、弘前市、むつ市、八戸市、十和田

市、野辺地町とした。なお、視界情報の提供は、気象庁か

ら青森県エリアの追加の許可（予報業務許可事業者第 183

号）を受け、予測結果を配信する 6 時から 21 時までの 3

時間毎に当研究所の気象予報士が演算結果の妥当性を事前

に確認の上、公開している。 
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  一般的に本州の冬期平均気温は北海道よりも高く、本

州の積雪寒冷地では冬期間に気温が0℃を上回る頻度の高

い地点が北海道よりも多い。したがって、本州では北海道

に比べると地吹雪が発生しにくいことが予想される。この

ため、「吹雪の視界情報（北海道版）」に適用している現

行の吹雪視程推定手法4)をそのまま「吹雪の視界情報（青

森県試行版）」に適用した場合、視程精度が低下する可能

性（例えば、実際には吹雪いていないのに吹雪が発生して

いると判定する等）がある。そこで、「吹雪の視界情報

（青森県試行版）」の提供にあっては、北海道で利用して

いた吹雪視程推定手法を、改良したうえで提供を実施した。

その改良内容について以下に詳述する。 

 

4.1 吹雪視程推定手法の改良 

   北海道で適用している視程推定手法のうち、「雨雪判

別条件」、「地吹雪発生条件」及び「飛雪空間密度（単位

空間に存在する飛雪粒子の質量（g/m3））の推定式」につ

いて改良 5)を実施した。本稿では、このうち「雨雪判別条

件」、「地吹雪発生条件」の改良について記載する。 

 

4.1.1 雨雪判別条件 

 「吹雪の視界情報（北海道版）」の推定手法では、気温

により雨雪判別を行っている。筆者らは、気温と相対湿度

に基づく雨雪判別を青森県及び北海道の気象官署のデータ

を用い検討を行った6)。その結果、気象庁で提案されてい

る式（1）7)により雨雪判別をした場合に、最も精度が高

いという結果が得られた。なお、式（1）により求まるRS

が0未満の場合は雨の判定となる。 

 

RS = -𝝋 +（100 ÷ 9）×（𝑇 - 9.75）× -1     ･･･(1) 

 

ここで、𝝋は相対湿度、𝑇は現況気温（℃）を示す。 

 この結果から、「吹雪の視界情報（青森県試行版）」の

予測では気象庁の雨雪判別式（式（1））を使用した。 

 

4.1.2 地吹雪発生条件 

雪粒子は、温度が融点温度（0℃）に近いほど、粒子が

細かいほど焼結（雪粒子間の結合）が早く進行する 8)。降

雪時においても雪粒子は気温が高いほど短時間で焼結が進

行するため、地吹雪発生に必要な風速は気温が高いほど大

きくなると考えられる。既往研究 8)9)10)においても、気温

が 0℃に近づくほど地吹雪が発生する風速条件が急激に大

きくなることが指摘されている。一方、「吹雪の視界情報

（北海道版）」の地吹雪発生の判別フローに用いている気

温条件は、北海道での観測結果に基づいている（気温 2℃

以下で地吹雪発生）。地域によっては気温 2℃以下であっ

ても地吹雪は発生しない場合も想定される。このため、地

吹雪発生条件を把握することが重要と考えられることから

青森県内の青森市及び五所川原市（図７）において地吹雪

発生状況について観測を行った。地吹雪発生の有無と気温

（℃）や風速（m/s）との関係を図８に整理した。なお、

図８には「吹雪の視界情報（北海道版）」で利用している、

地吹雪の発生条件を併せて破線で示した。その結果、地吹
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④ 

図６ 「吹雪の視界情報（青森県試行版）」 

（令和 4年 3月 21日 15時発表） 

URL：http://northern-road.jp/navi/touge/fubuki_a.htm 



雪発生エリア内（図８右上のエリア）において、気温 0℃

以上では風速に関わらず地吹雪が発生しない事例が非常に

多い。さらに、気温 1℃より高い場合には地吹雪の発生す

る事例がほとんど確認されなかった（図８の着色ハッチン

グ部分）。このため、降雪時の気温が 1℃より高い場合や

降雪終了後に気温が 1℃以上となった場合には、地吹雪は

発生しないと判断する様に判定条件を改良した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 地吹雪判別条件判別フローの改良 

4.1 の結果より「吹雪の視界情報（北海道版）」で利用

していた地吹雪発生の判別フローを、図９の様に改良の上、

これを利用して「吹雪の視界情報（青森県試行版）」を構

築した（図３、図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】 

 

気温T

風速
V10≧5

降雪あり
地吹雪発生

降雪あり
地吹雪なし

風速

V10≧5 + (3+T )

降雪あり
地吹雪発生

降雪あり
地吹雪なし

降雪なし
地吹雪なし

※降雨

T≦-3℃ T＞1℃

-3℃＜T≦1℃

V10＜5m/s or T ≧1℃ or
t≧48 or Tmax≧１℃ or

H=0

降雪なし
地吹雪なし

Y

Y

ｔ＜12h

式(2)＜0

降雪なし
地吹雪発生

降雪なし
地吹雪なし

式(3)＜0

降雪なし
地吹雪発生

降雪なし
地吹雪なし

Y N Y N

N

Y N Y N

Y N

降雪あり
地吹雪なし

ＳＴＡＲＴ

“降雪あり“もしくは“降雪終了から１時間以内” “降雪なし” かつ“降雪終了から１時間経過”

NPh＞0 or t≦1.0h

[ 無降雪時の地吹雪判別 ]

Ph＞0 and 式(1)＜0 Y

N

D1＜0 D2＜0

RS＜0

[ 降雪時の地吹雪判別 ]

[ 雨雪の判別 ]

 

五所川原市

青森市

Ph：降水強度（mm/h） 

t ：降雪（水）終了からの現在までの経過時間（h） 

T ：気温（℃） 

V10  : 高さ 10mの風速（m/s） 

4.1.2地吹雪発生条件の改良 

4.1.2地吹雪発生条件の改良 4.1.1地吹雪発生条件の改良 
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RS (式１) = －φ +（100÷9）× (Ｔ -9.75) ×-1 

D1 = －0.59 × V10 + 0.2 × T － 0.08 × SF  + 4.77 
D2 = －1.18 × V10 + 0.16 × T  ＋ 0.09 × t  + 0.03 ×Vsum    
           ＋ 4.93 

 

 
φ ：相対湿度（%）               H ：積雪深（cm） 

Tmax：降水強度（mm/h）      Vsum ：降雪終了後の 

SF ：降雪終了までの降雪量（cm）  Vsum ：降雪終了後の毎時風速の 4乗積算×10-3 

 
図９ 地吹雪判別条件フロー（北海道版を改良したもの。改良部分を赤文字で記す。） 

図８地吹雪発生有無と気温及び風速の関係 図８地吹雪発生有無と気温及び風速の関係 図８地吹雪発生有無と気温及び風速の関係 

図７観測箇所 

（国土地理院 国土地理院地図に加筆） 



5. 「吹雪の視界情報（青森県試行版）」の提供効果 

 図１０は、情報提供を開始した令和4年1月7日以降の日

毎のアクセス数である(図５の北海道版アクセス数と縦軸

のスケールが異なることに留意されたい)。日平均アクセ

ス数は33件/日であった。図中の①は暴風雪警報が発表さ

れていた日であり、アクセス数が比較的伸びているのが確

認出来る。特に、下北地方を除く青森県内に暴風雪警報が

発表された2月21日には、217件/日のアクセスがあった。

これは、令和3年度の日平均アクセス数と比較し、約7倍の

アクセスで、今冬期の日最大の件数であった。図中の②は

暴風雪警報・風雪注意報が発表されていない期間の一例で

あり、アクセス数が比較的伸びていない。しかし、暴風雪

警報・風雪注意報が発表されていない日（図中の③及び④）

でも、アクセス数が伸びている箇所も散見された。図中の

③は、1月28日に大雪警報が発表されていたことと、気象

庁青森アメダスのデータより、2月3～7日にかけて日降雪

量10cm以上が連続で続いていたこと、また、図中の④では、

南岸低気圧の接近により東北地方に大雪予想が発表されて

いたことを確認した。以上より、北海道版と同様に、天候

悪化時あるいは予想された時に青森県試行版を閲覧するユ

ーザが多いことが確認できた。このことから、吹雪の視界

情報を利用して、今後の気象情報を取得しようとアクセス

したことで、日アクセス数が伸びたと推察されるが、詳細

についてさらなる解析が必要と考えている。 

 

 

 

 

6． まとめと今後の取り組み 

 吹雪時の交通行動判断を支援するために、北海道では平

成24年度から吹雪の視程予測情報を提供した。また、令和

3年度より、北海道で利用していた地吹雪判別条件フロー

に改良を加え、青森県版の吹雪の視界情報を提供を開始し

た。その結果、両情報提供サイトにおいて、暴風雪警報時

などの天候悪化時にアクセス数が増加していることが確認

できた。一方、青森県で提供した「吹雪の視界情報（青森

県試行版）」のアクセス数は情報提供開始の初年度という

こともあり、「吹雪の視界情報（北海道版）」に比べて少

ない状況であった。今後、「吹雪の視界情報（青森試行

版）」の周知に取り組むことで、暴風雪災害の軽減に貢献

していきたい。 

 

7． 最後に 

北海道及び青森県で公開している「吹雪の視界情報」

は、吹雪時におけるドライバーのより安全な行動を促すこ

とで、災害リスクを軽減させることを目的としているサイ

トである（図１１）。 

 

  

 

当研究所では、これまで「冬道安全ガイド 吹雪ドライブ

のコツ（http://northern-road.jp/navi/info/fubukidrive.

pdf）」パンフレットにより、冬道での運転における注意

点や装備品について啓蒙を行ってきた。このパンフレット

は、「吹雪の視界情報（北海道版）」及び「吹雪の視界情

報（青森県試行版）」の“お役立ち情報”にリンクされて

いる。合わせてご覧頂ければ幸いである。 
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図１０ 令和 3年度冬期（R04/1/7～3/22） 

「吹雪の視界情報（青森県試行版）」アクセス数の推移 

図１１ 吹雪の視界情報提供（イメージ） 
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